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11月18日（日）　午前８時～９時
※小雨決行。大雨の場合、中止

市民行動の日「一斉清掃」
特設ステーション

各家庭周辺から特設ステーション（左表）までの生活道路
に落ちているごみを拾い、午前８時～９時に特設ステーシ
ョンへ持参してください。
※ごみ拾い用の袋は自由です（各自で用意）。可燃ごみと
不燃ごみに分けて入れてください。

※家庭のごみは、特設ステーションには絶対に出さないで
ください。

▼
特設ステーションには「みんなでまちをきれいにしよう」
の黄色（蛍光色）のぼり旗を掲げてあります。「可燃ごみ」「不
燃ごみ」「粗大ごみ」に仕分けて置いてください。

▼
午前9時から順次回収します。

★各家庭周辺の側溝の泥上げも実
施します。泥は、回収車両が通
ることができるように道路の端
に固めておいてください。

問合せ先
・ごみ回収作業　□市市民生活グループ
☎52－1111（内線263）

・泥上げ作業　□市都市整備グループ
☎52－1111（内線296）

市民行動の日

一 斉 清 掃

・名鉄の線路敷地内へは、絶対に入らないでください。
・ごみ回収や泥上げ作業は、ボランティアの皆さんの協力
により行っています。ごみ回収車両や泥上げ作業車が巡
回してきたら、車両への積載作業に協力してください。
・市民総参加のボランティア作業です。安全第一で、危険
な作業は絶対にしないでください。

◆田畑や空き地などの所有者・管理者の方へ

・日ごろから草刈りをするなど不法投棄をされないように
努めてください。

・刈り取った草や回収した不法投棄ごみは、所有者または
管理者で処分し、特設ステーションには出さないでくだ
さい。

【お願い】

二池町

田戸町

八幡町
新田町

本郷町

稗田町

向山町

芳川町

湯山町

屋敷町

神明町
豊田町

春日町

青木町

碧海町

町内会名

沢渡町

論地町

清水町

呉竹町

小池町

大清水公園
八幡公園
大坪公園

小中根公園
丸畑公園
吉浜保育園西駐車場
山田公園
小池グランド北分別収集拠点
沢渡町町内会集会所前
さわたり夢広場
清水町交流館前

市役所西側植樹帯
高浜幼稚園南
老人ふれあいの家(宅老所「いっぷく」)
かわら美術館南側（花壇横）

大山緑地北の橋
大山緑地駐車場
鈴木氷商店北防火水槽前

特設ステーション

中部公園南駐車場
神明公園
高取児童遊園
エディオン高浜店駐車場東寄り
吉久手公園ごみステーション

碧海グランド駐車場
南部第２ふれあいプラザ西駐車場

（二池町と合同）
港小学校正門（二池町と合同）

竜田公園
蛇抜公園
神明社下県道名古屋・碧南線沿い

後世山公園
シルバー人材センター北駐車場
湯山公園
東中根児童遊園
葭池住宅ごみステーション

東海児童センター
宝殿社南下広場
洲崎公園
消防団第２分団倉庫前

高取公民館南側駐車場
向山子ども広場

特別養護老人ホーム「論地がるてん」西
論地町集会所
秋葉社

吉浜ふれあいプラザ前
吉浜公民館

高浜消防署南側
稗田会館前

本郷子ども広場南西角
火の見やぐら跡

ファミリーマート二池町店横
二池会館前
南部第２ふれあいプラザ西駐車場

（碧海町と合同）
港小学校正門（碧海町と合同）
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問合せ先　 いきいき 文化スポーツグループ　☎52－1111（内線330）

― 先人たちのあゆみやまちへの想いを知り、未来へと伝えていく ―

市誌編さんだより Vol.9

◇自宅などに高浜市に関する資料(とくに明治時代～昭和)がありましたら、ぜひ情報を寄せてください。
◇資料整理、調査、聞き取りなど、「市誌編さん事業に興味がある！」「参加したい！」という方は連絡してください。
◇市誌編さん事業に関する詳しい内容は、市公式ホームページの「文化スポーツグループ」のページで紹介してい
ます！

高浜市誌生活誌部会 聞き書きプロジェクト成果報告会

「高浜のやきもの産業とくらし」
市民の語りを記録として残す「聞き書き」調査。平成30年度は、土管

やいぶし瓦、屋根葺きなど、高浜のやきもの産業を、そこにある「人々の
くらし」にも目を向けつつお話を伺いました。
語りからみえた高浜の過去、そして未来とは…？
当日はぜひ、会場の皆さんもかつての風景・仕事・風習などの思い出を

教えてください。

と　き：12月８日（土）午前10時～正午
ところ：かわら美術館　１階　ホール
発表者：名古屋市立大学 学生の皆さん

＜申込不要・入場無料＞

たかはま　歴史・まちづくりシンポジウム

「窯業のまち・たかはま」の産業風土とまちづくり
高浜市は、「三州瓦」の主要産地で、江戸時代以来、江戸(東京)を一大消費地として現代まで発展し

てきました。また明治時代以降は瓦だけでなく、土管や日用土器の生産も手掛けていました。
今回のシンポジウムでは、「窯業のまち」という特色を生み出し、現代まで継承してきた「高浜市の

産業風土」について考え、その特色をいかしたまちづくりの可能性をみなさんと語り合います。

と　き：12月８日（土）午後１時30分～４時30分
ところ：かわら美術館　１階　ホール
＜申込不要・入場無料＞

基調講演　「鬼が集い、笑う郷 たかはま
―技芸輝く 甍が誘う 現代文明開化の泉―」

講師：宮川 泰夫 氏 
（皇學館大学（日本学）・九州大学大学院（比較社会文化論）
・愛知教育大学（地理学）名誉教授）

研究発表　「高浜における現代の瓦産業の展開と地域社会」
講師：高木 秀和 氏（高浜市誌 近世・近代・現代部会 調査執筆員）

パネルディスカッション　　
コーディネーター：曲田 浩和 氏（高浜市誌編集委員会 委員長）

専門家の調査だけでなく、市民の調査協力員や大学生・中高生と聞き書き調査・執筆を行っています。奇
数月の１日号にて編さん状況を紹介しています。
新しい市誌編さんのプロジェクトが始まって早２年。これまでの調査からみえてきた高浜の姿、人々のく
らしぶりなどについて、中間発表をかねて、下記の行事を開催します！

さと

いらか いざな

第１部

第２部

第３部 「窯焚き」（写真）20世紀　
高浜市立郷土資料館蔵


